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ϊうάρ　　　　　　　
田 ΅ 原

改革Ϗ両輪ϐ　　　　　　

ＡＩ化ω社員Ϗ多能化
石 ΅ 橋

働 ή 方 改 革 ϐ 意 識 Ϗ 改 革 ρ 。
対
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Г ャ ー ナ リ Д ト
田 原 　 総 一 朗 　 氏

可 視 経 営 協 会 　 代 表 理 事
石 橋 　 博 史 　 氏

田 原 　 総 一 朗 ΅ ジ ャ ー ナ リ ス ト石 橋 　 博 史 ΅ 可 視 経 営 協 会 ΅ ؓ 表 理 事
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　政府主ຈώϫϮ働ΰ方改革法案ί４ᖚήϬ施行さϯς㹡今回ϒ㹠働ΰ

方改革ϑ一環ϋκω可視化ώϫϮ経営革新ϵ推κ進ϤϮ可視経営協会代

表理事ϑ石橋博史氏ϋ㹠常ώ問題意識ϵ持㹗ω核心ώ迫Ϯけ㹜ナリス

ち田働総一朗氏ϑスペシ㹜や対談ϵέ送ϭμϮ㹡働ΰ方改革ϑ少質ϋ問

題点ώχいω忌憚ϑύい意見交換ϵκωいςσいς㹡
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΅ 㹪㹩࿢ Ά 岩 波 映 画 製 作 所 入 社 Ά
 ࿢ Ά 東 京 㹯 チ ャ れ ネ ル 㹵 現 た レ
ビ 東 京 㹶 ώ 開 局 ϋ ϋ ϥ ώ 入 社 · 
࿢ ώ の リ ー ώ 㳢딸朝 。 ϊ 生 た レ ビ
！ Γ 딸サ れ デ ー プ ロ ジ ェ ク ト 딺㯏た
レ ビ 朝 日 系 㯐ϊ た レ ビ ジ ャ ー ナ リ
ズ ム ϑ 新 κ い 地 ࿡ を 拓 く 㳢딸朝 。 ϊ
生 た レ ビ ！ 딺㯏た レ ビ 朝 日 系 㯐㳡딸激
論 ！ ク ロ ス の ϼ イ Ͻ 딺㯏Ｂ Ｓ 朝 日 㹶
ϑ 司 会 を ϒ λ Ϥ Ά た レ ビ ・ も ジ オ
ϑ 出 演 多 数 ·

΅ 㹪㹫࿢ ή 『  ࿢ 間 Ά 自 動 車 機 器
メ ー い ー ώ 勤 務 ·  ࿢ Ά 株 式 会 社
シ ス た ム 科 学 を 設 立 Ά ؓ 表 取 締 役
ώ 就 任 · 㹫㹩㹪㹩࿢ Ά Ｐ ・ Ｆ ・ ド も ッ
い ー ώ 認 Ϥ 『 ϯ た Β 業 務 プ ロ セ ス
可 視 化 法 έ よ び チ ャ ー ト 作 成 シ ス
た ム Γ ϊ 特 許 を 取 得 · 㹮 ࿢ 㹺 月 Ά
一 般 社 団 法 人 可 視 経 営 協 会 を 設
立 Ά ؓ 表 理 事 を 務 Ϥ Ϯ · 著 書 ώ
Β 最 少 人 数 ϊ 最 強 営 織 を つ く Ϯ 딺
㯏ダ イ ヤ モ れ ド 社 刊 㹶 ύ ό 多 数 ·
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ό㹠λ㹘あ社員ϒόうμ

Ϯϑή㹠会社ϒόうμϮ

ϑή㹠ϋいうϑϥあϮ㹡

石̈́橋　今ϑ多くϑ企業

ώϒ㹠㹥社߱
ώ共通語ί

ύい㹦ϋいう問題ίあϮ

϶ϊμϫ㹡

΅
田
原
　
あ
㹠
そ
ϯ
ϒ
あ

Ϯ㹡僕ϑ知㹗ωϮあϮᖛ

名ύ自動車メいώϒ

そϯίύή㹗ς㹡そϯϊ

今
あ
϶
ύ
こ
ϋ
ώ
ύ
㹗
ω

Ϯ㹡今㹠大ΰύ問題ϋκ

ω㹥過労死㹦ϋいうϑί

あϮ㹡こϯώ関κωόう

考えϮή㹡

石̈́橋　そϯώ関κω言

えϓ㹠悪い意味ϊϑセえ

シナリこべίあϮήϬ

ύ϶ϊμ㹡少部ϒ少部㹠

そ
㹗
τ
ϑ
部
ϒ
そ
㹗
τ
ϑ

部㹠Ϣςいύ㹡ϊϥ㹠そ

ういう問題ϥ解決μϮ方

法ϒあϮ㹡そϯϒオれ・

く・けブ・ちレつれ

グ㹣㹱㹯㹵㹤ϊμ㹡いϰ

いϰύ職場や職種ϵ経験

学習μϮこϋϊ㹠そϑ人

ϑ多能性ϵ養うこϋίϊ

ΰ㹠ϡς㹠自ࡒί何ϵκ

ύけϯϓύϬύいήίࡒ

ήϮ㹡田̈́原　実務ϋ訓練ί大

事ϋいうわけσ㹡

石̈́橋　人材ϵ社߱
ϊ少

当
ώ
生
ή
κ
ࡓ
㹗
ω
い
Ϯ

ή㹠適ࡓύ人員配置ί行

わϯωいϮή㹡τ㹗ϋ

話ί逸ϯϡκςί㹠㹱㹯

㹵ίτ㹘϶ϋύさϯωい
ϯϓ過労死ϒϥ㹗ϋ少ύ

くύϮ϶ϊμ㹡

田̈́原　㹴㹱㹰Ｙϑ盛田

昭夫さ϶ί言㹗ως㱐뗒企

業ϒ付加価値ϑあϮϥϑ

ϵ作Ϯϑί使命σ㹡マ

お㹛ちώύいϥϑϵ作Ϯ

べΰσ㹦ϋ㹡ϊϥ㹠今ϒ

そϯίύくύ㹗ωΰς㹡

石̈́橋　㹱㹯㹵ί徹底κ

ωいύいήϬ情報ί偏㹗

ωκϡう㹡先ほό言㹗ς

共通語ϥ生ϡϯύいκ㹠

そϥそϥ消費者イれサイ

ちϥ生ΰω来ύい㹡σή

Ϭみつえύ商品ί生ϡ

ϯύい㹡
田̈́原　ϊϥ㹠僕場ίい

くϬ㹱㹯㹵ϑ必要性ϵ訴

えωϥ㹠փί動ήύいϋ

όうώϥύϬύい㹡や㹗

ϔϭ経営者ϑ問題ϋいう

こϋώύϮ㹡ち㹛プί決

断κύけϯϓダメ㹗ωい

うこϋ㹡
石̈́橋　ち㹛プί動ήύ

いϋ企業ϒ動ΰϡξ϶ή

Ϭ㹡基少的ώ日少ϑ企業

ϒち㹛プダウれ㹡ϊϥ㹠

私όϥϒ僕場ήϬϑ改善

ϵփώ提案κω実施ϵ促

μボちべア㹛プ方式ϑ改

革
ϥ
推
進
κ
ω
い
Ϯ
϶
ϊ

μ㹡田̈́原　結局困Ϯϑϒ僕
場σήϬ㹡今㹠日少ϑ企

業ϑ߱
部留保ί約４４０

兆
߲
あ
Ϯ
ϋ
言
わ
ϯ
ω
い

Ϯ㹡そϑέ金ϵᖛ効ώ使

㹗ω経営革新ϵやϬύい

ϋ
ダ
メ
σ
ϋ
思
う
㹡
昔
ϒ

㹥危ύい事ώϒ金ϵ出さ

ύい㹦ϋ言㹗ςけό㹠今

ϒ㹥危ύくύϬύいϫう

ώ金ϵ出μ㹦ϋいう発想

ώࡓϭᖔえύいϋ㹡

石̈́橋　そうそう㹡考え

ύくωϥいいϫうύや

たれよえϒό϶ό϶

ロボた㹛え・プロセス

・オちメシれ㹣㹳

㹲Ａ㹤ώ㹠素早い判断ϵ

要μϮ仕事ϒＡ㹮ώ大ξ

ω行く㹡一方ϊ人ϒ㹱㹯

㹵ϵ通κω多能化κω行

く㹡働ΰ方改革ϑ基少ϒ

そこσϋ思いϡμϐ㹡

田̈́原　そϯϒ㹠そϑ基

少ϵわή㹗ωいϮ人ίド

れドれやϬύΰ㹘ダメ！

石̈́橋　私㹠波風立ωϮ

ϑϒ好ΰλ㹘ύい϶ϊμ

ί㹠経営革新ώϒ波風ϵ

立ωύいϋダメσϋ思㹗

ωいϡμ㹡

田̈́原　ό϶ό϶波風立

ωωくσさい㹡人ώ何ή

言わϯωϥ㹠そϯϒ全部

応援歌σϋ自ࡒϊ思えϓ

いい϶σήϬ㹡
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